
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
地

方
創
生
の
施
策
は
当
市
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
。

　
あ
と
５
年
で
合
併
特
例
措
置
が
終

了
す
る
中
、
東
近
江
市
版
地
方
創
生

に
向
け
、
28
年
度
予
算
は
積
極
的
で

ま
さ
に
攻
め
の
予
算
と
評
価
す
る
。

　
そ
の
ひ
と
つ
が
中
心
市
街
地
の
活

性
化
・
賑
わ
い
の
創
出
で
あ
り
、
観

光
産
業
・
商
業
地
の
活
性
化
な
ど
、

宿
泊
施
設
も
含
め
た
総
合
的
な
施
策

の
推
進
が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る

が
。

　
ま
た
、
当
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
を
は
じ
め
、
水
産
・
林
業
資
源

の
活
用
に
つ
い
て
は
。

10
年
20
年
先
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
と
、
地
方
創
生
を

勝
ち
抜
く
た
め
に
、
定
住
・
移
住
促

進
や
交
流
人
口
の
確
保
を
早
期
・
確

実
に
行
う
施
策
と
し
て
「
ま
ち
・
ひ

と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」で
様
々

な
活
性
化
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
・
賑
わ
い

の
創
出
策
と
し
て
、
経
済
団
体
と
共

に（
仮
）一
般
社
団
法
人
八
日
市
ま
ち

づ
く
り
公
社
を
設
立
し
、
①
八
日
市

駅
前
未
利
用
地
の
活
用
、
②
延
命
新

地
の
再
生
、
③
本
町
商
店
街
等
の
活

用
、
④
延
命
公
園
の
再
整
備
を
、
各

地
域
資
源
を
活
用
し
活
性
化
に
向
け

一
体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
活
性
化
の
取
り
組

み
の
一
つ
が
ホ
テ
ル
誘
致
で
あ
り
、

起
爆
剤
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
資
源
豊
富
な
当
市
の
美
し

い
農
村
を
次
世
代
に
繋
げ
る
べ
く
、

多
く
の
農
林
水
産
業
振
興
施
策
を
強

力
に
推
進
し
ま
す
。

市
内
に
13
駅
も
あ
る
近
江
鉄

道
沿
線
の
魅
力
を
伝
え
、
地

域
資
源
の
再
発
見
を
行
う
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
や
定
住
・
移
住
の
促

進
、
来
訪
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
の

で
は
。

当
市
と
近
江
鉄
道
が
協
働
し

て
周
辺
の
活
性
化
に
取
り
組

む
、
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
沿
線
市
町
と

も
連
携
し
観
光
事
業
等
に
よ
る
交
流

人
口
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

「
東
近
江
市
が
一
番
安
心
し

て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
」 

「
引
っ
越
す
な
ら
東
近
江
市
が
い
い

ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

施
策
も
大
切
で
あ
る
。

　
28
年
度
予
算
の
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
策
と
し
て
第
３
子
の
保
育
料
の

無
償
化（
所
得
制
限
あ
り
）や
、
子
ど

も
医
療
費
の
助
成
を
中
学
３
年
生
ま

で
拡
充
、
な
ど
は
高
く
評
価
す
る
。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ

河
並　

義
一

に
ぎ
わ
い
あ
る
ま
ち
を

総
合
戦
略
を
評
価

優
し
い
ま
ち
を

少
子
化
に
待
っ
た

代 表 質 問
５会派が市の将来への方針などについて

ＱＲコードを読み取ることで、
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当
市
の
行
財
政
改
革
計
画
は

25
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の

５
年
間
が
示
さ
れ
て
い
る
。
４
年
目

と
な
る
28
年
度
を
控
え
、
各
項
目
の

成
果
と
進
捗
状
況
は
。

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
26

年
度
末
で
各
実
施
予
定
項
目

の
73
項
目
の
う
ち
63
項
目
が
着
手
済

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
残
り
の
未
着

手
項
目
に
つ
い
て
も
、
各
所
管
課
で

計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
は
、
一
定
の
期
間
に

お
い
て
集
中
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
、
行
政
需
要
の
多
様

化
・
複
雑
化
に
効
率
的
に
対
応
す
る

　
授
業
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め

の
改
善
や
、
教
師
の
資
質
向
上
に
努

め
、
子
ど
も
た
ち
が
、

①
学
習
の
目
当
て
を
し
っ
か
り
と
意

　
識
す
る
。

②
ま
ず
は
自
分
の
力
で
考
え
る
。

③
そ
れ
ら
を
集
団
で
話
し
合
い
検
討

　
し
練
り
上
げ
て
い
く
。

④
学
習
の
ま
と
め
や
振
り
返
り
を
す

　
る
。

と
い
っ
た
授
業
の
進
め
方
を
全
市
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

教
育
長
就
任
か
ら
４
年
が

経
っ
た
が
、
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
だ
け
を
見
る
と
学
力
が
向
上
し

た
と
は
言
え
な
い
。
当
市
の
教
育
方

針
を
改
め
て
問
う
。

子
ど
も
た
ち
に
確
か
な
学
力

を
つ
け
る
た
め
に
は
、
児
童

生
徒
の
聞
く
・
読
む
・
話
す
な
ど
言

語
に
関
す
る
能
力
を
向
上
さ
せ
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
や
豊
か
な

感
性
を
育
む
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま

す
。

　
子
育
て
、
教
育
、
福
祉
に
関
わ
る

労
働
力
や
指
導
力
な
ど
、
人
的
体
制

の
充
実
が
欠
か
せ
な
い
の
で
は
。

特
に
、
子
育
て
や
介
護
の
職

場
で
は
人
材
の
確
保
や
定
着

が
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
今
後
も
市

が
主
導
的
な
役
割
を
持
ち
、
施
策
の

推
進
と
支
援
に
努
め
ま
す
。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
災
害
等
の
緊
急

情
報
を
い
ち
早
く
市
全
域
に
伝
え
る

た
め
、
無
線
に
よ
る
防
災
告
知
放
送

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
合
併
時
に
整
備
さ
れ
た
光

ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
「
情
報
の
道
」
整

備
事
業
と
の
整
合
性
は
。

　
ま
た
、
各
自
治
会
よ
り
６
０
０
件

を
超
す
道
路
補
修
や
水
路
補
修
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
生
活
基
盤
等
に

関
す
る
要
望
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

迅
速
な
対
応
が
必
要
で
は
。

今
回
の
整
備
事
業
の
財
源

は
、
国
庫
補
助
が
手
厚
い
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
、

八
日
市
・
五
個
荘
・
能
登
川
・
蒲
生

地
区
は
無
線
方
式
で
、
永
源
寺
・
愛

東
・
湖
東
地
区
は
光
ケ
ー
ブ
ル
を
利

用
す
る
有
線
方
式
で
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
要
望
は
で
き
な
い

理
由
を
回
答
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
切
実
な
思
い
を
受
け
止
め
、
ど

う
す
れ
ば
解
決
で
き
る
か
を
共
に
考

え
、
市
民
の
安
心
安
全
を
確
保
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

公
共
工
事
、
特
に
建
築
工
事

入
札
に
お
い
て
、
入
札
不
調

が
た
び
た
び
生
じ
て
い
る
が
。

入
札
不
調
に
つ
い
て
は
、
公

共
工
事
の
発
注
管
理
、
担
当

者
の
経
験
度
や
技
術
力
・
指
導
力
の

向
上
な
ど
、
発
注
者
の
体
制
整
備
を

図
り
、
工
事
業
者
お
よ
び
設
計
業
者

へ
の
的
確
な
指
導
を
行
え
る
よ
う
、

さ
ら
に
職
員
の
能
力
向
上
に
努
め
ま

す
。

太
陽
ク
ラ
ブ

鈴
村　

重
史

教
育
環
境
の
充
実
を

行
財
政
改
革
計
画
の
成
果
は

安
心
な
ま
ち
を

災
害
情
報
を
い
ち
早
く
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た
め
に
、
継
続
的
に
取
り
組
む
べ
き

こ
と
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
方
創
生
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
を
図
り
つ
つ
、
長
期
的
な

視
点
で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ホ
テ
ル
誘
致
の
た
め
の
市
税

投
入
に
つ
い
て
、
こ
の
方
法

し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
地
元
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
と

の
話
し
合
い
の
場
は
持
っ
た
の
か
。

経
済
波
及
効
果
や
固
定
資
産

税
な
ど
で
の
税
収
増
、
交
流

人
口
の
増
加
に
よ
る
消
費
効
果
な
ど

も
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
投

資
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
元
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
と
は
、
27

年
７
月
よ
り
複
数
回
に
わ
た
り
話
し

合
い
の
機
会
を
持
ち
、「
組
合
も
一

体
と
な
っ
て
市
の
活
性
化
に
力
を
貸

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

観
光
資
源
の
開
発
が
非
常
に

遅
れ
て
い
る
が
、
観
光
客
の

増
加
を
見
込
む
観
光
地
づ
く
り
の
取

り
組
み
は
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
、

地
域
課
題
解
決
や
活
性
化
策
を
、
総

合
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の
計
画
が

示
さ
れ
た
が
、
27
年
度
補
正
、
28
年

度
当
初
予
算
の
事
業
に
つ
い
て
、

①
一
億
総
活
躍
社
会
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

②
地
方
創
生
を
後
押
し
す
る
国
の
加

速
化
交
付
金
の
活
用
は
。

③
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
構
想

は
。

④
女
性
の
活
躍
は
、
成
長
戦
略
の
最

も
重
要
な
柱
で
は
。

⑤
新
規
事
業
で
あ
る
乳
児
お
む
つ
支

給
事
業
と
は
。

①
農
業
の
後
継
者
づ
く
り
や

６
次
産
業
化
、
若
者
の
転
出

抑
制
、
雇
用
確
保
、
出
生
率
の
向
上

な
ど
に
繋
が
る
施
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

②
主
と
し
て
観
光
分
野
に
お
い
て
事

業
の
実
施
を
行
い
、
地
方
へ
の
新
し

い
人
の
流
れ
を
作
り
出
し
、
交
流
人

口
や
移
住
・
定
住
者
の
増
加
を
目
指

し
ま
す
。

③
八
日
市
駅
を
中
心
に
、
行
政
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
、
旧
八
日
市
南
小
学
校
、

新
八
日
市
駅
ま
で
を
含
む
地
域
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
市
民
意
識
調
査

の
意
見
な
ど
を
参
考
に
、
延
命
新

地
・
延
命
公
園
整
備
、
空
き
店
舗
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
魅
力
あ
る
中
心
市

街
地
を
目
指
し
ま
す
。

④
市
の
戦
略
で
は
、
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
を

整
え
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
確
保

で
き
る
支
援
、
意
識
改
革
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

⑤
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
、
毎
月
の
宅
配
に

よ
る
見
守
り
体
制
に
よ
り
、
悩
み
や

困
り
ご
と
を
市
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
げ
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
の
ケ
ア
が
必
要
な

場
合
に
は
、
民
生
児
童
委
員
に
つ
な

ぎ
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
点
在
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
繋
げ
て
線
に
し
て
い

く
こ
と
が
、
来
訪
者
を
増
加
さ
せ
る

た
め
に
は
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

当
市
に
は
太
郎
坊
宮
や
永
源

寺
、
百
済
寺
、
石
塔
寺
な
ど

の
神
社
仏
閣
、
金
堂
の
ま
ち
並
み
や

木
地
師
、
鈴
鹿
山
脈
や
琵
琶
湖
の
自

然
な
ど
、
数
多
く
の
観
光
資
源
が
あ

り
ま
す
。

見
送
る
べ
き
だ
。

順
序
を
経
て
適
切
に
進
め
、

地
方
創
生
と
し
て
、
中
心
市

中
心
市
街
地
活
性
化
に

向
け
て

ひ
と
が
輝
く
ま
ち
に

公
明
党

村
田　

せ
つ
子
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平
和
と
暮
ら
し
、
農
業
に

責
任
を
負
う
市
長
と
し
て
、

国
会
に
地
方
の
声
を
届
け
る
べ
き
だ
。

駅
前
開
発
に
つ
い
て
、

①
土
地
開
発
基
金
で
購
入
し

た
旧
平
和
堂
跡
地
の
利
用
方
法
は
。

②
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の

策
定
が
終
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、
な

ぜ
ホ
テ
ル
誘
致
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
公
募
し
た
の
か
。

③
土
地
所
有
者
と
の
間
に
市
が
入
っ

て
い
る
が
、
官
の
仕
事
と
民
の
仕
事

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

④
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
委
託
費

の
詳
細
と
借
地
活
用
の
責
任
者
は
。

①
当
市
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
た
め
に
は
、
八
日
市
駅
前

は
重
要
な
役
割
を
担
う
地
域
で
す
。

　
観
光
交
流
の
拠
点
、
商
業
の
拠
点

と
し
て
人
々
の
交
流
が
活
発
に
な

り
、
市
の
賑
わ
い
の
核
と
な
る
よ
う

な
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。

②
市
の
活
性
化
を
図
る
手
段
と
し
て

ホ
テ
ル
誘
致
は
重
要
で
あ
り
、
時
期

を
逃
さ
ず
実
施
す
る
こ
と
で
、
交
流

人
口
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
で
策
定
中
の
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
が
よ
り
具

体
性
を
持
つ
も
の
と
な
り
ま
す
。

③
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
で

行
っ
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
す
。

　
そ
の
中
で
、
官
民
連
携
や
官
の
サ

ポ
ー
ト
は
大
切
で
あ
り
、
地
域
の
活

性
化
策
と
し
て
開
発
誘
導
が
必
要
な

場
合
は
、
費
用
対
効
果
な
ど
も
考
慮

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

④
委
託
先
は
、（
仮
）一
般
社
団
法
人

八
日
市
ま
ち
づ
く
り
公
社
を
予
定
し

て
お
り
、
委
託
費
は
土
地
の
借
地
料

と
人
件
費
や
調
整
経
費
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
借
地
の
活
用
は
市
が
責
任

を
持
っ
て
行
い
ま
す
。

況
を
踏
ま
え
て
適
切
な
判
断
が
さ
れ

る
と
考
え
ま
す
。

③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
発
効
さ
れ
た
場
合
、
国

の
政
策
を
注
視
し
な
が
ら
積
極
的
な

対
策
を
講
じ
ま
す
。

超
大
型
５
１
６
億
円
の
予
算

案
は
、
自
ら
示
し
た
編
成
方

針
や
中
期
財
政
計
画
４
９
４
億
円
と

乖
離
。
経
常
収
支
比
率
は
92
％
を
超

え
、
基
金
を
37
億
円
も
取
り
崩
し
、

さ
ら
に
借
金
は
62
億
円
。
将
来
世
代

へ
の
付
回
し
に
な
る
の
で
は
。

中
期
財
政
計
画
と
の
差
の
主

な
も
の
は
、
地
方
創
生
関
連

の
子
育
て
支
援
や
中
心
市
街
地
活
性

化
等
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
財
政
の

健
全
化
は
維
持
し
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。駅

前
ホ
テ
ル
誘
致
応
募
期
間

は
実
質
21
日
間
。
企
業
誘
致

条
例
ま
で
改
正
し
、
借
地
料
は
10
年

間
も
市
が
肩
代
わ
り
す
る
。

　
市
内
業
者
の
経
営
を
困
難
に
す
る

大
型
ホ
テ
ル
あ
り
き
の
協
定
締
結
は

見
送
る
べ
き
だ
。

順
序
を
経
て
適
切
に
進
め
、

地
方
創
生
と
し
て
、
中
心
市

街
地
や
市
域
全
体
の
活
性
化
を
図
る

た
め
の
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

①
憲
法
違
反
の
安
保
法（
戦
争
法
）強

行
か
ら
５
カ
月
、
安
倍
首
相
は
憲
法

９
条
の
改
憲
ま
で
主
張
。国
会
で
は
、

野
党
５
党
首
が
廃
止
法
案
を
提
出
。

全
国
各
地
で
立
憲
主
義
回
復
を
求
め

る
市
民
の
会
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
、

多
く
の
市
民
の
安
保
法
反
対
の
声
が

あ
る
が
。
②
勤
労
世
帯
の
所
得
は
30

年
前
の
水
準
で
、
そ
の
上
、
マ
イ
ナ

ス
金
利
導
入
な
ど
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は

破
綻
だ
。
暮
ら
し
と
経
済
を
壊
す
消

費
税
10
％
増
税
は
中
止
を
。
③
Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
８
割
の
国
民
が
反
対
し
、
市
内

Ｊ
Ａ
も
国
会
決
議
と
整
合
す
る
根
拠

を
示
せ
な
い
限
り
、
批
准
は
許
さ
れ

な
い
と
訴
え
て
い
る
が
。

①
憲
法
尊
重
、
擁
護
義
務
は

当
然
と
認
識
し
ま
す
が
、
外

交
と
防
衛
は
国
の
専
権
事
項
で
す
。

②
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
状

こ
れ
で
賑
わ
い
あ
る

ま
ち
に
な
る
の
か

政
府
に
市
民
の
声
を

届
け
る
べ
き
だ 日
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